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日 野 市 長 古谷 柴 殿

日監事発 第 59 号

昭和 47年 11月 25日

日野市監査委員牧野秀夫

同 佐々木昭雄

昭和 46年度目野市各会計決算及び

基金の運用状況審査意見について

地方自治法第 233 条第 2~頁および第 241 条第 5 哀の規定に基づき審査に

付 された昭和 46年度目野市各会計(企業会計を除く)決算及び付属書類なら

びに基金の造用状況Aを審査した結果、つぎのとおり意見を付します。
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日伝和 46年度目妻子市各会計決算なよび
基金違用状況審査意先菩

第 1 審査の概要

1 審査の期間

昭和 47年 9月 5日--1 0月 31日

2.審査の場所

日野市監査事務局

3，審査の対象

昭和 46年度日野市一般会計歳入歳出決算

昭和 46年度目野市民民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

昭和 46年度日野市都市計画事業特別会計歳入歳出決算

昭和 46年度目野市下水道事業特別会計歳入歳出決算

昭利 46年度目野市決算付属書類

昭和 46年度基金の通用状況

4. 審査の手続

この審査にあたっては、市長から提出された各会計決算および付属諸

表ならびに基金の通用状抗を示す喜美負が1 適法な手慨により、作成され

ているか否かKついて、 闘併、諸!帳簿および証書類との照合等、通常実施

すべき審査手統を実施するとともに予算の執行については、年度内に予

定された事務事業が、経済的かつ、効果的に行なわれたかどうかを主眼

として考察した。
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第2 審査の結果

戸

1 計数について

審査の対象となった各会計決算ならびに付属書類は、関係諸帳簿および

証書類と照合の結呆、計数に言呉りなく事務手続についても、法令Kしたが

い処理されていることを確認した。

また、基金の運用状況Kついては出納簿および証書類、と符合し、計数は

正確なものと認められた。

2 決算規模について 宅

本年度の一般会計および各特別会計における決算総額は次表のとおりで、

歳入総額 60億 7，15 7万 8千円、歳出総額は 58億 666万 8千円とな

り、差引残額 2億 6，49 1万円を翌年度へ繰越している。

各会計決算額

(単位円〉

会 計 別 歳 入 歳 出 差引残額 残額の措置

一般 会 計 4，644.458，555 4，580，145，089 64，313，4~ 6 翌年度へ繰越
..... 

"‘'  -・....... .. •••. . ........_......・A・... ‘・.... -・........

国民健康保険事業
3 2 7， 3 68，523 3 1 3，3 4 1. 72 1 

特 )31j 会 計
14，026，802 韓

........ .. .. ..-.... .................. ........................................ 

都市計画事業
1.0 18，925，942 

特 男リ 会 計
8 3 5，2 3 2.2 6 6 1 83，6 9 3，6 76 11 

~ザι

-ー........._................... ........... .-...................... ....... ..... .....・ ・・ ・・....... .................・ . ........ ーーー .....-... ....・-・

下水道事業

特 思リ 会 計
80，825，926 77.949，551 2.876，375 冒

計 6，071.578，946 5，806，668，627 264.9 1 0，3 1 9 
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このように各会計決算規模は人口の培加とともに年々増大し、特Uて前

年度に比べ大幅な伸長を示している。

つぎに各会計間における綜入、綜-出等重複分を控除したところの実質的

な決算規模である斜!計額Kついては次表K示すとおりである。

日 ~}ベ~ ，;と

，:::. i 0 土 (~， ùed ， iiji:? ，? 

t.) -s: f~ i‘，0 J s.¥t} 
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総括

般

入
歳 入

本年度 前年度 比較増ム誠 本 年

決算額 構成比 決算額 構成比

金 額 iff 決算額

会計 4，644，458，555 76.50 3，524，582.308 80.17 1，119，876，247 4，580，145，089 
........ . ー.......・・....・， ー•••• .......・ e・・.... '白 ‘ー........."‘............. ......・ -・・............

前

会計 1，427，120，391 23.50 871，551，756 19.83 555，568，635 日.74 1，226，523，538 
...............‘'‘ .... .... ー・ ‘・... ....................・ a・~...， .・ ・・.........................・，...........

長特別会計 327，368，523 5.39 274，798，703 6.25 

45425，550696，.892907111791613 9 

313，341，721 .， 
......，.... ~ 

計画特別会計 1.018，925，942 16.78 573，418，945 13.05 835，232.266 
.... .....・............ ..‘・ . 咽ト ー・..............，.....

;道特別会計 80，825，926 1.33 23，334，108 0.53 57，491，818 246.39 77，949，551 

計 4，396，134，064 100.00 1，675，444，882 I 38.11 15，806，668，627 

会計

特 男

国

都市

下

統 計 額

， 

歳 入

区 分

本 年 度 比較増ム滅

会計名
純(決A算-B額)C 

純決算額

決算額 A 重複額 B D 金額(C目 D) 比率

一般会計 4，644，458，555 。4，644.4邸，555 3，506，515，308 1， 1;3~.943 ， 24 7 32.4町
.......... .. ............. ....."....‘  ........ ・・・・ ー・...... .... ~ . . . ・ . .... .. .. .

特別会計 1，427，120，391 109，882.000 1，317;238，'391 689，623，756 627，614，635 91.01 
......‘....・ e ・e .................. ............. ............ - ・4島 町 -・ー .. .....................・.........ー・ ・・・ ーー.......・

国保特別会計 34.29 327，368，523 12.000，000 315，368，523 234，836，703 加，531，820
...... -・........司 ・ ".ー ー・ ...•...• ... ー ・・・・ー ‘・ ........... ・.......・ ........・...................-ー............................‘" ............. 

都市計画特別会計 1，018，925，942 75，000，000 943，9お，942 442.434，945 501，490，997 113.35 
....・ -・........-......・・ ・.......喝.......... '・ '・ ..."・..".，‘. ......... ・・・ .......・..... .. 

下水道特別会計 80，8お，926 22.882.000 57，943，926 12.352.108 45，591，818 369.10 ... 

計 6，071，578，946 109，882.000 5，961，696，946 4，196，139，064 1，7伍，557，882 42.08 

※ 一般会計における歳出本年度重複額B/ 2 1 0， 3 8 2. 0 0 0円忙は土地開発
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分 析 (単位円・婦〉衣

歳 出 差 ヲi 残 額

度 前年度 比較増ム滅

i構成比
本年度 前年度 比較増ム滅

決算額 構成比 金額 比率
一 一-

乙〉

78.88 3，338，829，266 回.771，241，315，823 37.18 64，313，466 185，753，042 121，439，576 . ..... ・・.. -・・ ..... ... ... ....... .. ......・ .. .........，.....，............， ..........・....... 

21.12 695，030，642 17.23 531，492.896 76.47 200，596，853 176，521，114 24，075，739 
..... ........ー・ ....... ー・. - ・・ー .......... ーー. . "."..， "...... ......." 

.闘 5.40 262.117，341 6.50 51，224，380 19.54 14，026，802 12.681，362 1，345，440 
L書 ............... -・・・ .ー・ .......・・ . 

14.38 409，878，673 10.16 425，353，593 103.78 183，693，676 163，540，272 20，153，404 
e ・・・ ・ ・ ・・ー..，....".・... ................ ・ .. ・・ ......". -・ 司 .. ・，-，..

1.34 23，034，628 0.57 54，914，923 238AO i 2.876，375 299，480 2.576，895 

Lム

100.00 4，033，859，9081100.00 264，910，319 1362.274，156 97，363，837 

ー一ー一一ーー一一J

ま2ゑ品、
11'iじ、 括 分 析 表 (単位円・需〉

....... 仁，

一.
1 宮、

d 

'・r'.) 

歳 出 差引残額

本 r 年 度 |前年度

品戸工オ背決算額
安穏4し 1 n / 

I-s') I U 

比較増ム滅 | 本年度

-，- -1 純計 額

金額 (cもう|比率 I(C-Cう

前年度

純計額

(D-D') 

1，226，523，538 

4，毛80，145，0891210，382.000 14;369，763，08913，155，984，86611，213，778，223 1 38.46 I 274，695，466 1350，530，442 

313，341，7211 0 I 313，341，721 1 262.117，341 2.026，802 

o 11，226，523，5381 676，963，642 I 549，559，896 I 81.18 1 90，714，853 I 12660，1l4 

ζ込

27，280，638 51，224，380 I 19.54 

835，232.266 o 1 835，232.2661 391，811，6731 443，420，593 1113.17 I 108，693，676 1 50，623，272 

77，949，551 23，034，628 
I I 乙:，.. I ぷ::，..

54，914，923 1238.40 I 20，005，625 I 10，682.520 o 1 77，949，551 

5，806，668，6271 210，382.000 15，596，286，62713，832.948，50811，763，338，1191 46.00 I 365，410，319 1363，190，556 

凶金繰出金 100，0 00，0 0 0円、公益質屋繰出金 500，0 00円が含まれている。
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3 財政状況について

当年度における財政状況は次表に示すと お

万 8千円で¥歳出総額は 58億 666万 8千円と な

は 2億 6，49 1万円の黒字決算となっている。

総額は 60億 7，1 5 7 

'EI収支 〈形式収支)

また、単年度における実質収支は 5，73 6万 3千円の赤字とな っているが、

これは一般会計における支出額のうち、土地開発基金への積立金およ び庁舎

建設基金積立金の 2億円によるもので¥財政収支の均衡が保たれているもの

と認められる o 1 I 

とミl

なお、本市の財政規模は年々増加し、前年度歳入総動 (43億 9，61 3万

4千円)と比較すると 16億 7，54 4万 4千円の増加となり、支出額におい

ても 17億 7，2.80万 8千円増加している。

しかしながら一方において、年々流入する人口増加と、市民の要望する行

政需要はますます複雑多岐Kわたりーその対象範囲も拡大化する傾向にあり、今

後の財政運営にあたっては十分な財政計画と効率的な行政執行忙より、市民

の穿1待Kそうようなお一層の努力を望むものである。

財政収支状 況

L芸員 J 

豆:互一一一主主~工三量会計 i 特別会計| 計

(単位円・係)

当初予算 13，784，795，000 1 886，043，000' 4，670虫838，000

補正予算".... ......... .. ..1.. . ...~. 1.9!~..~ .9?99. 9... .\........4.~.?，T.??，9...9.9.....l.......~.'.?.~.??~}.1. 月000

額意義鶏ず苧 ..l. ....... .~ω~OOO 0 40ωω00 

予算現額 ω14.635，378;00011，371，771，000 1 6，007，149，000 

歳入決算額 ⑩ 14，644，4 58，5.~5 1 1，427，120，39t>1 6，071，578，9紛

"1 志向決雲室長 。ι550，145，059[1226，523，538!5，806，668J627

1 歳入歳出器開議制-(0 ω I 64，313，466 1 200，59&85:3 I 2悦，910幻 9

翌年度繰越事業財源充当額(E) I 01 01 0 

実質収支 ω-(F) (め! 64幻え466I 20 0，5 96，8 5 3 I 264，9 1 0幻 9

前年度実質収支 ((j 1 145，7 53，0 4 2 1 1 76，521，114 322，274.156 
キJゐ訣質問 (m=(ej........(H. .....r. : ~必i，4. 3'9:S..7.6.. l...... '.24，0 7"5，7'3"9".1 ム57，363，837

;歳

予算事街率 ;
;歳

入

出

8 
8 

1 00~20 

98.81 

-8-
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4 決算状況について

(1) 一般会計

ア. 歳入決算状況

①概況

本年度における歳入決算額は次表(款別歳入状況年度男Ij比較表)に

示すとおり、予算額 46億 3，53 7万 8千円に対し、決算額は 46億

4，4 4 5万 8千円で予算執行率は 10 O. 2 OJ;となり、また、競走額

4 6億 9，77 1万 1千円に対する収入率は、 98. 8 OJ;となっている。

これを前年度 (35億 2，45 8万 2千円)と比較すると、 1 1億

1，9 8 7万 6千円 (31. 7 %)の増加となり、その主なもの忙ついて

みると市税 4億 7，13 3万 8千円、市債 5億 3，67 0万円、 繰越金

8，7 4 4万 5千円、地方交付税 7，87 6万 1千円等の増加忙よるもの

である。

また、当年度収入未済額は 5，10 8万 9千円で、前年度(4， 7 4 3 

万 5千円) K:比較すると 365万 4千円の増加にとどま弘前年度に

比べ収入率が向上していることがわかる。

つぎK財源別収入状択についてみると、次表 ー(歳入財源別年度比較

表) K示すとおり、白主財源、は 29億 2，95 4万 5千円で¥これを前

年度 (24億 1，78 9万 9千円〉と比較すると 5億 1，1 6 4万 5千円

の増加となり、歳入に占める割合は 63. 0 %である。

一方、依存財源については 17億1， 4 9 1万 3千円で、これを前年

度 (11億 668万 2千円)と比較すると 6億 823万円と大幅な増

加となり、歳入割合は 36.9%である。

また、昭和 44年度を基準としたすう勢比率は 15 2. 9婦となり、

前年度 (11 6. 0 %) ~I(比べ 3 6.9必上昇している。
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款別歳入状況

h〈f
昭 和 4 6 年度

予算額ω 調定額ω 収入済額(0) 収入未済額

1.市 税 2，359，082，000 2，427，888，029 2，3 76，4 28，522 49，606，309 

. 自動車取得i芳主主明賞→金閃
..................・ ..， ... .. "....... 

ー56，250，000 56，250，000 56，250ρ00 。
'・. ..... ..， ..， ..， ，.. .........，............. ....".ー ...... 

3.地 方 交 付 税 90，767，000 90，767，000 90，767，00'0 
a‘ 。i・E

......... ....ー・ ......“ .. .... •• ••• •• ".. ‘ 

4.交通安留す策特男i闘す金 2，751，000 2，751ρ00 2，751，000 。
5 分担金山興全

...... .. .......，.....・ “'・‘ -・...........

45，841，000 49，441，331 48，210，661 919，640 
，.. ........... ......"，.....，.." 

6.使用 料 及び手 数 料 41，856，000 43，739，540 43，685，850 53，690 
. 、 ，・・a

7.国 庫 支 出 金 335，491，000 336，339，726 336，339，726 。
..... ............. ........ ー ・4 ・，

8.都 支 出 金 438，192，000 429，668，776 429，668，776 。
.. ，.， ".， ... . 

9.財 産 収 入 13，340ρ00 14，236，863 14，23 6，8'6 3 。
.... ....... ...... ....... -・ .......

10.寄 付 金 10，625，000 4，124，000 4，124，50'0 。
....... '・......... .... ..， ..... -・・ .....・ ー

11.繰 越 金 185，753，000 185，753，042 1 85，7 5 3，0 4 2 。
" ・ ..， ..."・ー

J 、

12.諸 収 入 2 5 6，3 1 4，0 0 0 257，615，629 257，1 05，615 510，014 
- ・ ‘・-・ .............・......・........ ・・・・ー .............. 

13.市 債 795，200，000 7 95，200，0 0 0 795，200，000 。
...... - ・・e .. ..... ..・・ a -・・ ・‘ ・...噌・ ........・・' ‘' ........... ー.................. 

-一、4 

14.地 方 議 与 税 3，916，000 3，937，000 3，937，000 。
......... a・・・ 司 .......ー ー.......・ ..... ‘・ ，..... -・ .........

繰 入 金 一
. 

一 一 一
』

ムロ 言十 4，63 5，3 78，000 4，s97，711，936 4，644，458，555 51，089，653 
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年 3 度別比較表
(単位円・梧)

収入済額 予算額批 三月5滋敵す比 勝目45!q蓑 対 45年度比較
-

不和吹損額 構 成 比 ~XI 0 0 ~ X100 収λ済額。》
権3減額 (O

長ふ((]-ω 

2，022，755 51.17 100.74 97.88 1，905β90，036 471，338，486 24.74 
'" ι"" ，........ ョ. 。 1.21 100.00 100.00 49，451，000 6，799，000 13.15 

... .... 

、鳥

• 。 1.95 100.00 100.00 12，006，000 78，761，000 656.01 
..... ............ ...... .. 

。 0.06 100:0'0 100.00 1，759，000 992，000 56.40 
......... ー， ・ ー

3'11，03'0 1.0'4 105;11 97.51 27，525，803 20，684，858 75.15 
..... 

。 0.94 104.37 99.88 30，652，524 13，033，326 42.52 
.................. ... .. . ‘ 。 7.24 100.25 100.00 38 3，9 78，2 1 5 ム.47，638，489 ム12.41

..・.‘' ".... 

。 9.25 98.05 1 00.00 382，921，543 46，747，233 12.21 
'・・ "， 4・ ・"

。 0.31 1 06.72 1 00.00 ム57.50
....... '" 

。 0.09 38.82 100.01 69，370，000 ム.65，2 45，500 ム.94.05
..... ........... 

。 4.00 100.00 100.00 98，307，882! 87，445，160 88.95 

，令 !
.‘・ .......... "・.".. ..." 。 5.54 1 00.31 99.80 2 5 3，454，130 3，651，485 1.44 

' .. ......... 

。17.12 100.00 100.00 258，500，000 536，700，000 207.62 
ーーー ・・・・・・ ......，....... -ー '" '・ '‘・・. “"， .......... ー，

。 0.08 100.54 100.00 一 3，937，000 一
.......... .. 

ーー・・ 司
4“ ・・ 守、............ ，..，・‘ ー ..... - ・ー ，....... ・.".，‘・・・.

.. 
一 一 一 一 18，067，000 ム18，067，000 一

2，333，785 100β0 100.20 98.87 3，5 24，582，308 1，119，876，247 31.77 

一 一 一 一 一一L一一ー一一」一 一←一一一ーーー一一一 ー一
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歳入財源男Ij

------ 区分

財源別 ------

決 算 額

昭和4峨 1断日461:f蓑 昭和45生装

市 税 2，376，4 28，5 2 2 1，905，090，036 

自!分担金及び負担金 48，210，661 27，525，803 52，499，056 

主 i使用料及び手数料 I 43，685，850 I 30，652，524 I 56，891，247 
，................. .. .. . .. . ...... . . . .... . .. . . . ..... . . t ・ l ・ ，. ~

財 l 忠孝平子 l .. . . . . ...... . ~ .~~:.:..~，~.~..~.....I........... .. . .. .~.~~.~ .~.~~.~..~. ~.... .. .l... ... ......... . .. .. ~~.~ .~.:戸?
源|寄

付 金 4，124，500 69，370，000 22，248，620 
.............................. ・・・......... "...................................................・・・

繰 越 金 185，753，042 98，307，882 96ρ03，052 
......... .......... .....・，"_" ................. 

諸 収 入
257，105，61 5 I 253，454旦1Lρ5103500D| | 

238，536474 

言十 2，929，545，053 I 2，417，89 2，049，478，775 

一一一一→一自動車取得税交付金 1 5a25叩 00 州 5 44，252，000 

依!地方交ヤ手 9?'j?73001 12D061000 
10，887，000 

あ通安全対策特男i皮付金 I 2，751，000 I 1，759ρ00 
存 f . .~...~ =~. ...=....~~.: . ...... .~ : .~..~. .~ . ..~..=. ..... . ...I. . ........... ... .. . ..:. .. .. . :. .. ..~..~...:...~.... . . l 

2，516，000 

国庫支 出金 I336，339，726 I 383，918，215 I 289，908，320 
財 1......................... .......................... ...................1"'...................................................1'........................................................， 

都 支出金 I429，668，776 I 382，921，543 I 226，882，283 

源|土 品 I '7(¥!::"l(¥(¥{¥(¥{)' I "lC'O I:"{)'{)'{¥{¥{)' I 
市 債 1 795，200，000 I 258，500，000 I 413，000ρ00 

与税 3，937ρ00 

金 18，067ρ00 

計

山 4れミ502I 川広682，758

4，6州問55 I 3幻 4，582，308

令
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年度比較表

〈単位円・係〉

ト 構 成 比 率 すう勢比率

対4昨腕ム誠額 昭和46年装 昭和45年渡昭和44年度 昭和46年度

問 45戸塘|同…104叩崎
471，338，486 51.17 54.05 51.91 150.76 120. 

.................，.‘ 4 ・・ 4 - ・・ ...........................，.......，.......................... 

20，684，858 1.04 0.78 1.73 11 91.83 52.43 100.00 
..... 

e・・ ‘ ・ー・・ .. .....".. a ・ .. ... .. 

13，033，326 0.94 0.87 1.87 76.79 53.88 100.00 

• '・ .... .... ....................咽・ e '・ . ，・

ム19，262，312 0.31' 0.95 0.23 204.42 480.99 100.00 
・司・.•.... .... ー ... -・・ ....... -・"‘ .• . ~. .. -...... ...ー，

ム65，245，500 0.09 1.97 0.73 18.54 311.79 100.00 
.............. ，・....

87，445，160 4.00 2.79 3.16 193.49 102.40 100.00 
............ ..... ..， ........ .•.•. ・ ・・・

3，651，485 5.53 7.19 7.86 107.78 106.25 100.00 . I 

67.49| 
t 

511，645，503 63.08 68~60 14似~

6，799，000 1.21 1.40 1.45 127.11 I 1 
a ・e ......... -・....... ..・ ・・・ ー

78，761，000 1.95 0.34 0.36 
.... . ・ ...... ‘ ・・ - ・...

992，000 0.06 0.05 0.08 

I :1~:?~ [1山 10ωo

... ‘'・・.... .. .. 

ム47，638，489 7.24 10.89 9.55 
-・・・....・ ...， .. 

46，747，233 9.25 10.87 7.4 7 189.38 168.78 100.00 
-・・・・.'..... . .... . ~. ‘ ・・・ ...............・. " “  

、々536，700，000 17.12 7.34 13.60 192.54 62.59 100.00 
...... ...・ .-. ........ .. .... .胆. ..白

3，937，000 0.09 一 一 一 一 一
....... . 咽・.... ‘ー・ . -・・... -・・ ・.......... ...，.・，."

ム18，067，000 一 0.51 。 一 一
ー らも 語 R ..... 時"....岡.... 悼...ト ・ー

6{)8，230，744 36.92 31.40 32.51 173.67 112.08 100.00 

1，11 9，876.247 100.00 100.00 152.93 116.06 100.00 
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③市 税

本年度の市税調定額は 24億 2，78 8万 8千円で、とれK対する収入済

額は 23億 7，64 2万 8千円となり、収入率は 97. 8 <1;である。これを前

年度と比較すると、収入済額では 4億 7，13 3万 8千円の増収となってい

る。

つぎに市税の税目別歳入状況についてみると、次表K示すとおり、各税

目とも前年度K比べ増加し、その主なものは市民税 2億 7，72 1万 7千円、

鼠定資産税 1億 3，88 3万 9千円、都市計画税 4，12 6万 9千円である。

また、市税の収入状況について現年度および滞納繰都知Hてみ ると、現年

度分収入済額 23億 5，31 1万 8千円で収入率は 98.7%となり、 滞納繰

越分収入済額は 2，33 0万 9千円で収入率は 51. 6 q6である。

なお、収入未済客員は 4，96 0万 6千円で、市税の増加に伴ない増加する

ことは止むを待ないことであるが、 核力現年度 におレて徴収されるよう 医!

係者の努力を動待するものである。

ー

不納欠議について

市税における不幸内欠損額は 20 2万 2千円で、これを前年度 (10 4万

円〉と比較すると 98万 2千円の増加となっている。

これを税 目別にみると次表(市税不納欠損害島内訳) に示すと お り、市民税

が最 も多く 181万 3千円で、、つぎに鞍 自動車税 10万 6千円、 固定資産-

税 8万 8千円、都市計画税 1万 4千円である。これ らの処分手続に ついて

はいずれも適法に処理されていることを確認 した。

なお、処分玉里由については、 居所不明あるいは生活凶第等によ るもので

ある。

に
d‘E

・4



市 税 税 目別

区分
昭和 4 6 年度

18，273，270 

| 収入済額
収入済額(B) I 構成比

1，12之50え723 ! 

8 1 2.8 55.859 34.21 

1 6.614.1 40 I 0.70 

収入率

ωXI00 

96.76 

自 読定額 ω

市 民 税 1，160，126，731 

税

…
税

産

車

資

…
動

定

自

国

…
軽

823，663，076 

市たばこ消費税 1 72，11 7，91 0 1 72，11 7，91 0 7.24 

電気ガス税 125，535，709 1 25，535，709 5.28 

合計 i山側竺L 2…8，522 I 

5.34 都市計画税

100.00 

市税現年度滞納繰越別収入状況
〈単位円・妬)

収入済額 収入元績額 収入率

現年度 2，382，761，699 2，353，118，686 29，8問。 !98.76 

....... .. 

滞納繰越 45，126，330 23，309，836 19，793，739 51.65 

メ口~ 言十 2，427，888，029 2，376，4 28，5 22 49，606，3U9 
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年 度 比 較
(単位円・%)

昭 和 4 5 年 度 対前年度比較

調定額(c) 血(diF入率
増ム減額(E)

マ(もD伊)ハ比率収入済額 (D) 構成比 X 100 (B)一(D) 100 

878，451，379 845，284，746 44.37 96.22 2 7 7，2 1 7，9 77 32.80 
"..... -ー ・ ・ ....... ，......... 

684，871，273 6 7 4，0 1 6，1 9 0 35.38 98.42 1 38，8 3 9，6 67 20.60 
. . 

16，394，180 14.798，750 0.78 90.27 1β15，390 12.27 

• .. ... 

171，322，090 171，322，090 8.99 100.00 795，820 0.46 

114，1 36，052 114，136，052 5.99 100.00 11，399，657 9.99 

....." .. ー.

86，838，704 85，532，208 4.99 98.50 41，269，973 48.25 

f'9 52，013，678 1，905仰 O附 100.00 97.60 

市税不納 欠損額内訳
(単イ立 円・ % )

べ手先 1 8条第 1項目抑制…7第5項 言十 構成

件数金額件数 金額件数 金 額件数 金 容i 比率

民 税 462 1，131，370 414 682，495 。 。876 1，813，865 89.67 

:々固.定資産税
. ..... ...... 

53 47.118 27 40，946 。 。80 88，064 4.36 
..... ..，...." .. 

経自 動車税 35 46，630 41 59，820 。 。76 1 06，450 5.26 
....... ..... ・ ・ ~. ...，... 

都市計画税 53 7，692 27 6，684 。 。80 14，376 0.71 

計' 603 1，232，810 509 789，945 。 。1，112 2，022，755 100.00 

(71) 地方税法第 18条第 1項……法定期限の翌 日から起算 して 5年間行使(滞納|

処分)しない場合徴収権は時効により消滅す と。

第 15条7第 4項 ……滞納処分の執行を停止した徴収金を納付する 義

務は、執行停止が 3年間継続したとき消滅するコ

円

i
1
i
 



③ その他の歳入

交付金および交付税等

自動車取得税交付金は 5，62 5万円で、前年度 (4，9 4 5万 1千円) と

比較すると 679万 9千円の増加である。

つぎに地方交付税は 9，07 6万 7千円で前年度(1， 2 0 0万 6千円)と比

較すると 7，87 6万 1千円と大幅な増加となっている。

これは本年度における基準財政収入額が 16億 2，68 2万 3千円でこれK

対する需要額は 17億 644万 6千円となり、需要額が収入額を上まわっ

たことにより、普通交付税 7，44 6万 1千円が交付されたもので、本年度

においてはじめて交付団体となったものであるが、これは本市の財政力が

低下しているものと考えられるので¥今後の財政運営Kあたっては十分留

意されるよう望むものである。

また、交通安全対策特別交付金については 275万 1千円が交付されて

L、る。

分担金及び負担金

予算額 4584万 1千円に対し、収入済額は 4，82 1万円で、これを前

年度収入済額(2， 7 5 2，万 5千円)と比較すると、 2，06 8万 4千円の増

加となっている。これは保育所児童の増加に伴なう保護者負担金の増額分

ならびに多摩平 6丁目内雨水管布設工事に伴なう日本住宅公団からの負担

金(1， 1 7 0万円)等によるものである。

また、当年度Kおける不納欠損額は 31万 1千円で前年度不納欠損額

(1 6万円)に比較すると 15万 1千円の増加となっている。これは、保

育所入所児童の保護者負担金 30件分で、適法な処分手続が行なわれてい

ることを確認した。

使用料及び手数料

予算額 4，18 5万 6千円で調定額 4，37 3万 9千円に対し、収入済額は

4，3 6 8万 5千円となり、言句定K対する収入率は 99. 8 %である。これを

前年度収入済額(3，0 6 5万 2千円)と比較すると 1，30 3万 3千円の増

加となっている。

なお、収入未済額については 5万 3千円でその主なものは幼稚園使用料

-18-
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そ

2万 9千円、清掃手数料 1万 3千円である。

圏、都支出金

国庫支出金については予算額 3億 3，54 9万 1千円に対し、収入済額は

3億 3，63 3万 9千円となれこれを前年度 (3億 8，39 7万 8千円)と

比較すると (76 3万 8千円の減少である。これは教育費国庫補助金のう

ち小学校費補助金が減少したもので¥その主な滅少理由としては、前年度

J において滝合小学校が完成し、当年度Kおいてはこれに見合う学校建設が

なかったものである。

つぎに都支出金であるが、予算額 4億 3，81 9万 2千円に対する収入済

額は 4億 2，96 6万 8千円となり、前年度 (3億 8，29 2万 1千円)と比

較すると 4，67 4万 7千円増加している。これらの主な矯加理由は市町村

振興交付金 として一般行政費交付金 2，46 9万 6千円、排水路整備事業費

1，0 0 .0万円、 戦時中における地下壕対策調査費 424万 1千円が交付さ

れたほか、清掃費補助金 2，60 0万円等に よるものである。

財産収入、寄付金

財産収入については、予算額 1，33 4万円に対し、収入済額は 1，42 3 

万 6千円で¥その主なものは不動産売払代 960万 1千円、公益質屋貸付

事業基金刺子 222万 7千円、庁舎建設基金刺子 182万 5千円等である。

また、寄付金については予算額 1，06 2万 5千円K対し、収入済額は

412万 4千円で収入率は 38.8%となっている。これは当初予定された

寄付金が年度中K納入きれなかったものであるが、寄付金はその性格上不

確定財源であり、今後の予算計上にあたっては確定したものについて予算

化されることが望ましL、。

繰越金、諸収入

繰越金は 1億 8，57 5万 3千円で前年度における繰越額と符合している。

また、諸収入Kついては収入済額は 2億 5，71 -0万 5千円で、その主な

ものは、①収益事業配分金 2億 2，648万円、(め滝合小学校進入路拡幅工

事K伴なう受託事業収入 1，06 3万 9千円、③預金刺子 510万 5千円、
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④延滞金 322万 3千円等である。

市債、地方譲与税

当年度市債総額は 7億 9，52 0万円で¥前年度 (2億 5，85 0万円)と

比較すると 5億 3，67 0万円の増加となっている。この主な増加理由とし

ては、①第 7小学校敷地取得債として 3億 7，00.0万円、(お滝合小学校建

設債 1億 3，15 0万円、 ③ ごみ・し尿処理施設整備費として 8，45 0万円

等である。

なお、本年度末Kおける市債発行現在高は次表K示すとおり 19億 1，868

万 8千円となっている。

また、地方譲与税Kついては予算額 391万 6千円に対し収入済額 393

万 7千円で¥これは自動車重量税の新設に伴ない本年度より交付されるこ

とになったものである 。

市債発行 額、状況表

衛生債 219，737 

土木債 32，537 
............ ..，..... 

公営住宅債 46，030 

消防債 42，000 

教育債 … … 何一2! 計 i 1，213州問00I 90叫 1山 8

て 20-
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イ 歳出決算状況

①概況

本年度における歳出決算状況はつぎに示すとおり、決算額は 45億8，014

万 5千円となり、予算執行率は 98.8%の高率を示し、年度内に予定され

た事務事業がおおむね適正に執行されたものと認められた。

当年度決算客員を前年度 (33億 3，88 2万 9千円)と比較すると、 1 2億

4， 1 3 1万 5千円 (37. 1 d，6) の培加となっている。

予算額では

当初予算額 3 7億 8，47 9万 5千円

• 補正予算額 8億 1，0 5 8万 3千円

事業繰越額 4，000万円

予算現額 4 6億 3，53 7万 8千円

決算額では

支出済額 4 5億 8，01 4万 5千円

不 用 額 5，5 2 3万 2千円 である。

また、歳出決算俸を款男IJkみると次表(款月[j歳出状況年度月Ij比較菜、〉に

示すとおり、消防費を除いては各款ともに前年度より増加し、その主なも

のについてみると

ーそ

③土木賞 fI

③民生資 H 

4億 6，71 0万 3千円

2億 7，45 9万 2千円

(積立金 2億 182万 5千円を含む )

1億 9，08 6万 8千円

1億t4， 2 7 9万9千円

額
引
H

N

I

増資

資
育

務
教

総
①

⑨

 

⑤衛生費 11 1億 1，34 5万 6千円 等 である。

つぎに当年度歳出決算額を性質別にみると、次表 (性質別歳出決算審i年

度比較 )に示すとおり、消費的経費につい ては 22億 5，78 4万 3千円と

なり 、前年度(1 9億 1，04 4万 2千円)に比べ 3億 4，74 0万 1千円

( 1 8. 1 % )の増加である o

また投資的経費は 17億 7，97 7万 1千円で、これは前年度 ( 1 0億

4，8 3 8万 6千円)より 7倦 3，1 3 8万 5千円(6 9. 7 0;ら)の増加となっ

てい る。
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1. 議 会 費

.. .......・・ ・. ............・・

2. 総 務 費

.‘ ... .............. ..， .... 

3. 民 生 費

'・・ー ........... -・・ ・

4. 街 生 賛

. 

5 労 イ動 費

、 .... ... ・4・

6. 農 業 費

.....".. .... ..... ・・"."

7. 商 工 賛

- ・........

8. 土 木 費

........... -・・..‘・・ ・・・............

9. ;自 防 費

-・・・・ー e・・・.....ー・ ‘ ・..... .... 

10. 号Fぇ 育 費

，........... .... ..... 

11 公 債 費

..................・

12. 予 備 費

メ口与、 計

予 算 額

5 9，324，0 0 0 

=公立一

芳y¥ 足り 歳 出

昭 和 4 6 

決 算 額 執行率

5 9，08 7，3 2 6 99.60 

-・・・ ・.... ..... .. ........" .................. ー...."....................，.唱 ・'・・ ...........・・・・E 

7 7 5， 5 6 2， 0 0 0 7 6 9， 1 1 4， 2 4 4 99.1 7 

-・ ・ ・・・・ .. ー...・・...........‘'・・ ・ ..".... ・・・・・ ー ・4 ・・ ・・・ ，・ ..，....・ ... 

6 2 1， 2 2 4， 0 0 0 6 1 5，0 10，7 93 99.00 

......-， ー.....・... .............‘'・ ・・ ，・ー ・ー........ '・

5 0 3， 0 6 8， 0 0 0 4 9 8， 7 3 9， 0 4 9 9914i 

状 況

年 度

決算額

構成比

1.29 
，-

ーー .........1.....'..... - ・・・...・ ・4 ・，....... 

1 6. 7 9 

... ‘ ・・・.......・・....・・・ a ..~ι・・・ ... .，，~ . 

1 3.43 

"...-.，........，..，.. ー' ・.......................

10.89 

.. ........................・ . ...・・.............・ ー... -・ ・・..."..， .....・・・ ・.................... ー..・............，.，..

9，2 82，9 9 0 9，0 82，6 6 1 9 7.84 0.20 

............ ..， ' ・・ .... ........ 

34，5 58，0 0 0 3 4，2 54，5 8 1 99.12 0.75 

.......".. ................ ...... ...... ...................... -・・・ ・‘'・・・・...・ ・・ ー・・，・ ・・・・.......... .......................... 

25，3 81，0 00 25，0 36，1 32 98.64 0.55 

- ・・ .••... ..... - ・ -・ ・・・ -・・e・ ー・・.・ ・・・ー・・ ，..-.. ..・・・・ ・ ・ -・ ・・ ・・・・・ー ・

7 0 6， 7 8 4， 0 0 0 6 9 3， 2 7 7， 7 3 7 98.0 9 ]. 5.1 4 

..... ー・..与 、 ......... ‘ ・ー . -・・.. ......... e ・・ .. - ・4・・.... ‘ ...， ・..，・

1 3 3， 3 4 2， 0 0 0 1 3 2， 5 4 9， 9 0 0 I 9 9. 4 1 2.89 

'・ ... .. ... ............ ・・・・・...... ... ・ーー ・・・・・ ... 
、， 

1， 5 9 2， 1 8 5， 0 0 0 1， 5 7 5， 6 0 0， 9 0 5 98.96 34.40 

. ..........‘ ..・.................... .........，... ・・・・・・ ・ ..........司............ '・ 4・...，.，，"...................・.. .. -・・....， 暗. 

1 7 1， 3 1 0， 0 0 0 1 6 8， 3 9 1， 7 6 1 

.•.. ・・・・ .......ー，..............，.......... ...........-..‘・・ ......... -守・

3，357，010 。一一

-司

4， 6 3 5， 3 7 8， 0 0 0 4， 5 8 0， 1 4 5， 0 8 9 98.81 1 0 0.00 

-
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度 比 較 表

昭和 4 5 年度

予算額 決算額 執行率

48，5 97，0 00 4 8， 2 7 9， 1 2 3 I 9 9. 3 5 

5 0 3，5 30，8 3 2 I 4 94.5 2 1，5 6 0 I 98.2 1 

5 0 8， 7 0 9， 8 9 1 5 0 1，5 54，3 1 1 I 9 8.5 9 

3 5 8， 4 2 1， 0 0 0 355，939，998 I 99.31 

7，6 2 1，26 1 6， 9 3 5， 1 1 4 I 9 1. 0 0 

24，8 24，00 0 2 4， 0 1 2， 6 8 0 I 9 6. 7 3 

24，11 2，74 5 2 3， 9 3 0， 4 8 0 I 9 9. 2 4 

5 0 6， 8 7 3， 8 9 5 5 0 2， 4 0 9， 6 0 7 I 9 9. 1 2 

1 5 5， 1 4 4， 0 0 0 1 5 4， 7 3 4， 8 6 9 I 9 9. 7 4 

1， i 7 6，5 6 8， 7 1 6 11， 1 0 8， 4 9 7， 8 4 4 I 9 4.2 1 

1 1 8， 0 2 6， 0 0 0 1 1 8， 0 1 3， 6 8 0 I 9 9. 9 9 

-・・・-・.........・・ ......................・・・・川 ・....白・・.......'.i・0・・・e・・ ・・・・・H い・・・・......，...........，'...1

45，064，660 。

決算額

構成比

1.4 5 

1 4.81 

15.0 2 

10.6 6 

0.2 1 

0.72 

0.72 

(単位 .円・%)

対 45年度比較

i決算額
決算額増ム滅 l 

I増ム減比率

1 0，8 08，20 3 1 22.3 9 

2 7 4， 5 9 2， 6 8 4 ! 5 5. 5 3 

1 1 3， 4 5 6， 4 8 2 I 2 2. 6 2 

142，799，051 i 4 0.12 

2，1 47，54 7 I 3 0.9 7 

~ ~，~ :;，~~; I :~.~ . ..~ 

1， 1 0 5，6 5 2 I 4 5. 2 0 

1~05 I 19~86a1301 3~99 

4.6 3 I 6 2 2， 1 8 4， 9 6 9 fl 4. 3 4 

3&20 I 46~10~061j 4Z14 

3.53 5 0， 3 7 8， 0 8 1 1 4 2. 6 9 

。

3，4 7 7，4 94，0 0 0 I 3，3 38，8 2 9，2 6 6 I 96.0 1 11 0 0.0 0 11，24 1，3 1 5，82 3 ~ 3 7.1 8 
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性 質 別 歳 出 決 算額年度比較

(単位千円・%)

バ1~~ 5JU"経費モ別¥刊¥年度出| 

脳和 46年度 昭和 45年度 対 45年度増ム滅

決算編 i構成比 決算鋲|構成比 決算額 比率

消費的経費 2，257，843 49.30 1，910，442 57.22 

内人件
資iI，t)85，307

、、
:--~ 23.70 ‘ 880，338 " 26.37 I 204，969 23.28 

- ゐ・ ¥、・ ・・H
・ ....，曲ーJ・事e国・・田岡田.島，

物件 資 549，049 11.99 494，288 14.80 54，761 11β8 
.... .. .... . •.... •. . ・・ .... ..... 

維持補修 費 30，753 0.67 61，444 1.84 ム 30.691 ム49.95
............ ". .......... .......-...‘ ・ー'ー，_. ~ 

扶助 資 328，773I 7.18 I 231，484 I 6.93 I 97，289 I 4之O

訳

!被 劫 費費 112山 1I 5.76 叫糊 仰 73I 8.68 

投資的経 町 713886」11ρ4制 6 山 3851 69.76 
I 

時欄 3.258I 0.07 一- U58L-

公債 費 168，3871 3.68 
1 

118，009
1 

3.53 
1 

50，378 山

鰻; 出 金 210，382 4.59 193，826 5.81 16，556 8.54 

そ の 他 163，762 3.57 2.04 95，596 140.24 

メに入
i 計 ~，5 80，145 100.00 I 3，338，829 100.00 1

山，312 37.18 
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②款 別歳出状況

議会費

予算額 5，932万4千円K対し、決算額は 5，908万7千円で、予算執行率は

99.6%である。これを前年度(4，82 7万9千円)と比較すると 1，080万8千円

の増加となっているが、これは議会運営に必要な業務執行上の経常経費であ

り、特記すべき事項はない。

総務費

予算額 7億7，556万2千円に対し、決算額は 7億6，911万4千円で予算執行

率は 99.1 ~らである。これを前年度( 4億9，452万 1千円) と比較すると

2億7，45 9万2千円(55.5%)と大脳な増加となっている。この主な妥図とし

ては、庁舎建設積立金 1億円および土地民!発基金積立金 1億円でそのほか総

務費関係職員(199名)に対する人件費の増加等である。

総務質については市行政の管理事務および一般事務的経質が主なものであ

るが、これを性質別にみると

治質的経質として

人件 賞

物件費

補助資'

維持補修費

投資的経賓として

その他補助金返還金等

計

3億 7，67 1万 5千円

1億 492万 4千円

3，3 6 4万 7千円

773万 3千円

2億 4，00 9万円(橋立金を含む)

600万 5千円

7億 6，91 1万 4千円

となり 、適正な予算執行がなされたものと誌められた。

民生費

‘で
i!.- ‘ ，¥、A‘ 匂

什:ノ‘~~. ."〆ヘ、、 、1

-~\:. ..Y~ 

| 予算鎖 6億2，12 271 4千円附し、決算額は 6億1.50 1万円となり予算執

行率は 99%であ る。これを前年度(5億 155万4千円)と比較すると

1億 1，345万 6千円の増加である。

この主な内容に勺いてみると最も増加したものは人件賞・で、前年度に比べ

5，124万 9千向(うち、保育所陶係 3，497万 3千円〉である。りきに生活
-2 5-.; :~ 噛



扶助費 5，002万 6千円で、これは生活保護基準の引 きあげ と、医療扶助の増

加によるものである。また、要保育児童の増加および保育単価jの引きあげ等

Kより民間保育所委託料が 2，1 1 4万 3千円と大幅ーに増加し ている 。

また、当年度における新たな娃設事業としては、百草台児童館の娃設

(2，535万円)および児童遊園地の新設(840万円) 地区センターの建設

( 2館分 728万円)等が行なわれおおむね事業計画にそった予算執行であっ

たと誌、められる。

なお、国民健康保険事業特別会計繰出金は 1，200万円で、前年度

( 3，9 9 6万 2千向)に比べ 2，796万 2千円の減少とな〔ている。

衛生費・労働費

衛生貨Uておける予算客員は 5億 306万 8千円でこれに対する決算額は 4億

9，873万 9千円となり、予算執行率は 99.1%である。これを前年度(3億

5，593万 9千円)と比較すると 1億 4，279万 9千円(4 0.1 ro)の増加とな

っている。

つぎに工員別歳出状況を前年度と比較してみると

保健衛生費 6，031万2千円(蘭年度比較 762万7千円の増加)

清掃費 3億6，869万3千向 ( 1/ 1億7，764万9千円の増加)

水道 賞 2，760万4千円 (u 889万6千円の減少)

病院賞 4，212万9千 円 (" 3，358万円 の減少)

となり、清掃資が大幅-に増加している。これは当年度 Uておいてごみ焼却施設

第 2期増設工事(8，6 50万円)および、し尿処理施設改良工事 (5，724万5千

円)が行なわれたことによるもので、その他は人件費ならびに物件実等の増

加である。

衛生賀については特記すべき事項はないが、ごみ、し尿処理施設敷内の環

境整備は年々整備されつつあるが、本施設に従事する職員をはじめ付近住民

の意にこたえられるよう環境整備についての計画的な配慮を望むものである。

また、労働費については予算額 928万 2千円に対し、決算額は908万2千円

となり予算執行率は 97.8%で、特記する事項はない。
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農業費・商工費

農業費予算額はみ 455万 8千円で、これに対する決算額はミ425万4千円

となり予算執行率は 99.1%である。これを前年度(2，40 1万2千円)と比較

すると 1，024万1千円(4 2. 6~ら)の増加となっている。これは、農業振興費補

助金で 45年度産米買上地域農家補助金 413万2千円および小規模生産集団

地育成対策事業補助金 419万円が主なものである。

このように本款は主として補助事業が多く、急激な都市化に対する近郊農業

としての農業経営改善事業等が行なわれている。

したがって、農政指導あるいは補助事業の効果の確認等十分検討され、今後

の農業行政について、効果的な執行が望まれる。

つぎに商工費については予算額 2，538万 1千円に対して決算額は

2503万 6千円で予算執行率は 98.6%となり、これを前年度(2，39 3万円)

と比較すると 110万 5千円の増加となっている。これは小口事業貸付に対

する預託金の増加によるものである。また、 事業内容Kついては農業費同様、

助成事業が多いので、特に助成効果の確認K意を用いられ効率的な執行がは

かられるよう望むものである。

土木費

平額 7億 678万 4千円 K対し決算額は 6億 9，327万 7千円で予算執行

ームは 98lfoである。これを前年度(5億 240万 9千円)と比較すると

1億 9，086万 8千円(3 7.9%)の増加である。

これを項目別にみる とつぎの とお りである。

項 目 J;U 46年度決算鋲 前 年 度決算額 増 滅 額

土木管理費 1，67 5万円 1，362万円 31 3万円
.............. ・・ -・ ・ ・・ " •.• ・ ・・・.... 開..・ .....・ ....".......

道 路橋梁費 2億 8，618万円 1億 8，722万円 9，896万円
‘ 署 ・ ...........・4 ...........，.，....，.......，............................ ......・・・ 4 ............. 

都市計画費 2億 6，261万円 2億 1，615万円 4，646万円
- ・・........ 

住 宅費 1億 2，772万円 8，540万円 4，232万円
一一一一一

土木管理費については、人件費が主なものである。また、道路橋梁費では、

維持費 2，980万 4千円、新設改良質 6，235万 8千円が増加し、市道の整備、

改修が行なわれているが、特に道路用地の取得等に伴なう補償資が

-27-



1，288万 7千円増加している。

また、程久保J11改修工事負担金として 1，01 8万 7千円が工事施行者である

東京都へ支出されている。

つぎに都市計画質についてみると、都市計画事業特別会計への繰出金

7，500万円、下水道事業特別会計への繰出金 2，288万 2千円、市開発公社

への公共用地取得に伴なう委託料 1億 993万 2千円等が主な支出となって

いる。

また、住宅資は決算審員 1億 2，772万円で長山住宅の建設に伴なう用地取得

費 2，300万円、工事費 6，000万円および高幡市営住宅用地取得賞 4，105万5

千円等が主な支出となっている。

以上、土木賞全般については年度内に予定された事業がおおむね適正に執

行されたものと認められた。

;商 防 費

予算額 1億 3，334万2千円に対し、決算額は 1倍、 3，254万9千円となり、予

算執行率は 99.4%である。

本年度における常備消防委託料は 1億 307万2千円となり、前年度(8，031 

万 4千円)に比べ 2，275万8千円の増加となっている。

また、非常備消防貨については、決算額 2，424万 7千円となり、 その主な

ものは消防団の運営ならびに活動費等でまらるが、特に本年度は消火栓および

防火水椅等新設事業債 (530万円)の発行により、市内消火栓設置負担金と

して水道事業会計へ 780万円、防火水檎設置工事貨 416万 5千円、計

1，1 96万 5千円が支出されている。

教 育 費

予算額 1 5億9，218万 5千円に対し決算額は 15億 7，560万円で予算執行

率は 98.9%となっている。 これを前年度(1 1億 849万 7千円)と比較す

ると 4億 6，7 1 0万 3千円 (42.1%)の増加である。

つぎのとおりである。

一.、・
4 、‘， 〆 :) ; :J~ 

， ，、ι ・η ，
~_<. t i.~‘ r ~ ら c

一之 8ー

. ・ ，

これを項目別にみると

~ 

、
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工頁目別 決 算 客員 前年度決算額 増ム減額

教育総務質 6，784万円 5，337万円 1，447万円
-・ ・・ ・ .....".. .... 

小 4学校費 1 2億 854万円 5億6，565万円 6億4，289万円
......... .. 

中学校賀 1億1，150万円 3億8，014万円 ム2億6，864万円
"........."... ..，.." ー.............. ............ 

幼稚園費 7，524万円 2，871万円 4，653万円
...1........ ......... "..""， ....... 

社会教育費 8，488万円 6，844万円 1，644万円
...・・・・ a ・ ・・ ..... ...... ...... 

2，758万円 1，2 1 6万円 1，542万円

また、本年度の増加理由をみると小学校費が最も多く、 6億 4，289万円

. となっている。これは第 7小学校(仮称)用地取得賞 4億 3，228万 8千円

および滝合小学校新築工事費 2億 3，100万円をはじめ屋内体育館 3館ならび

にプール 2ケ所等 2億 4，854万円の工事が行なわれたものである。

また中学校賞については 2億 6，864万円の減少となっているが、これは、

七生中学校および第 3中学校の建設が完了したためである。

また幼稚園資については前年度からの繰越事業である幼稚園建設用地取得

費 4，000万円(決算額 3，912万円)が支出されている。

なお、社会教育費では学校開放施設整備が行なわれ、市民の利用が期待さ

れる。

このように義務教育施設をはじめ、幼稚園および一般市民を対象とする社

会教育、図書館等は年々整備拡充されているが、なお一方においては急激な

社会増(児童、生徒増)に伴ないプレハプ教室の増設等をみると、義務教育

施設の新増設については今後の重要な謀題といえるので、これらの問題解消に

芋 にあたり、なお一層の努力を望むものである。

公債費・予備費

T 公債費における決算額は 1億 6，839万1千円で、前年度( 1億 1，801万3千円)

K比べ 5，037万8千円の増加となっている。公債費の歳出総額に占める害fj合

は 3.6%である。

また、予備費については、当初予算額 3，635万 1千円、補正額(減額)

2，804万9千円、充当額 12件 494万4千円となり、 335万 7千円が不用額と

なっている。これを前年度充当額 16件(3，1 0 5万円)と比較すると 2，610万6
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千円の減少であるが一部には補正予算により 、支出できたと思われるものが

見受けられたので今後の執行にあたっては十分留意 されたい。

なお、予備費の充当状況は次表のとおりである 。

予備費充当状況
(款別) (単位円 ・%)

科 目 支出済額(A) 充当額(B) 件数 ((ーBA)) ×100 

1. 議 3lh2主、 費 5 9，0 8 7，32 6 。 。 。
ー・ . ." " .... 

2. 総 務 費 7 6 9， 1 1 4， 2 4 4 28，000 1 。
..... .... ，...... .. ....... . 

3. 民 生 費 6 1 5， 0 1 0， 7 9 3 2，2 55，00 0 4 0.3 7 
. ".......・ .......・ 4 . ............ー

4. 衛 生 費 4 9 8， 7 3 9， 0 4 9 。 。 。
-ー. "......・. ............... .............. 

5. 労 働 費 9，0 82，66 1 2 84，9 9 0 1 3.1 4 
....... - ・・・・ー ， ........... ......・・ ・.・ "..........-... ・・........ー.....".... -・ー • 

6. 農 業 費 3 4，2 54，58 1 。 。 。
ー・ ............................. .....・‘ ・ .. 

7. 高 工 費 25，0 3 6， 1 3 2 。 。 。
............ -・・・. -・・・4 

.... .. -・・.................. 

8. 土 木 費 693，2 77，737 。 。 。
.....， 

9. I再 防 費 1 3 2， 5 4 9， 9 0 0 1，5 76，0 0 0 3 1. 1 9 
•.. .•... .• ... ........ 

1 O. 教 育 費 1， 5 7 5，6 0 0， 9 0 5 8 0 1，00 0 3 0.0 5 
，.. -ι ・a - ・" '・ . 

1 1. 公 債 費 1 6 8， 3 9 1， 7 6 1 。 。 。
メ口ミ 計 4，580，1 45，0 89 4，944，990 1_2 O. 1 1 

〈節 別 (単位円・%)

科 自 支出済客員(A) 充当額(B) 件数 (仏Bi))I4咽ハV ハV 

，-"， .....................・・." ........... ，，，.，， .....，........ .............."...，........ 

3. 職員手当 4 -6 9， 0 3 1， 2 7 3 59~， û OO 2 0.1 3 
....・・. ...;........ .. ." .......... .. ... .. 

8. 報 償 賛 33，278，777 1，034，000 1 3.1 1 
......白 ・...... . ." 

1・'“ .......‘一・ 直噌・ . ............. ...... 

9. 旅 費 8，4 65，8 80 28，000 1 '0.33 
""'...， ............，........"................・ ..... -・ ・. ......-..... ー・" ・・・

1 1. 需 用 費 1 9'7，34.8，3 2 3 1 70，0 00 1 0.09 
.... ................... .. ..................... ... ....... ....................... ・..........

1 3. 委 託 料 &2 L ，2 ~58， 4 . 1 9 1，486，000 1 0.29 
-ー ........ ..・ .. ............ 

11 4也a 使備及1品y.賃購用イ入託料智費
9，5 27，79 0 95，00 0 2 1.00 

..... ...... - ・...... -・ "

1 5 6， 6 L 8， 6 1 5 60，000 1 0.04 
-ー.....“・ a‘・... -・....... ・ ・・・.... ... .. .~ .... ....... ‘........ー

1 9. 及負担び金交補付金助 1 2 5， 6 8 6， 0 5 3 284，990 1 0.23 
............. ....................... ................ • .............，....白 . ・・......... ・.... ・・-・ ・ ・ー ・ ・・

2 O. 扶 助 費 2 6 2. 6 0 9， 2 6 4 1，189，000 2 0.45 

A 口 計 1， 7 8 3， 8 2 4， 3 9 4 4，944，990 1 2 0.28 
、
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③ .'予 算流用について

予算流用は 7件 72万 6千円で前年度(2 4件 1億 4，161万1千円 )vc比

べ大幅に減少し、適正な予算執行がなされたものと認められた。

なお 本年度予算流用状況は次表のとおりである。

予算の流用状 況

(単位円)

節 思リ 金 額 件数 節 53U 金 額 件数

給 料から 22，00 0 つ、J 給 料ヘ 22，000 3 
- ・・・・ e ・.... ・ ・ ・・・ e ・・・. ......‘.... 

需 用 費から 6 96，0 1 3 3 職員手当へ 4 9，01 3 1 

役 務 費から 8，000 1 需 用 費へ 8，000 1 
."......" ............. ー・ ••• •. •.•• ...................... - ・・ ・ー ・・'‘ ・

使用料及び
3 7，00 0 1 賃借料へ

........ .................， 

負担金補助 ~ 及び交付金 I 6，1 0，00 0 

メ口入 計 726，01 3 7 合計 L7，26 

¥ 
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(2) 特別会 也計

ア、国民健康保険事業特別会計

本年度における歳入決算額は 3億 2，7 3 6万8千円で、 これに対する歳出

決算鎖は 3億 1，334万 1千円となり、差引残客員 1，402万6千円を翌年度へf

繰越している。

歳入決算状況

歳入決算額 3億 2，7 3 6万 8千円を前年度 2i意7，479万 8千円に比較する

と5r256-万9千円の増加となっている。

款別歳入状況については次表に示すとおりであるが、繰入金を除いては 有

それぞれ増加している。特K保険枕については 4，215万6千円と大幅な仲

びを示している。したがって一般会計からの繰入金は 1，200万円となり、

前年度(3，9 9 6万2千 円 )vc比べ 2，796万2千円の減少である。

なお、諸収入が 3倍の伸びを示しているが、これは市内方倉病院からの

不当利得返還金 16 5万 6千円によるものである 。

款別歳入決算額年度比較

(単位円・%)

款Fyq?昭和46年度 昭和45年度 昭和44年度
対 45年度比較

増ム減額 増ム減比率

1.国民健康保険税 1 14，588，190 72，432，010 56，7 98，880 ! 4 2，1 5 6，1 80 

114，48広9'37''/23，1 7乳797

58.20 
-・.

2.国庫支出金 168，014，21 7 144，834，4 20 16‘00 
...._........ 

3.1iI3 支 出 金 16，502，505 12，378，789 7，437，366 4，123，716 33.31 
....・............ ... 島

4.繰 入 金 12，000，000 39，962，000 27，435，000 ム.27，962，000ム69.97
........" ..... ・

5.繰 越 金 12，681，362 4，181，133 7，708，:? 78 8，500，229 203.30 
..... '・ ".. 、 ..... ・ ....‘_，

-ー ー.

6.諸 収 入 3，582，2491 1，01 0，351 1 1ρ26，686 I .2，571，8981 254.55 

Lーヰ入合計 3…5231 27~7 9a7031214例247 1 山附201 ..~ ~.13 I 
つぎに保険秘の収納状況についてみると次表に示すとおり、徴収挙は前

年度を上まわり、凶(糸職員の努力のあ，とが認められるが、本年度末におけ

る収入未済識は 789万l'千円となり、とれら均約繰越績の徴収にあたって
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はひき続き一層の努力を期待するものである。

また、当年度不納欠損鎖は 39万 9千円で、前年度(2 4万 2千円 )vc

比べ 15万 7千円の増加となっているが、処分理由は生活困窮あるいは転

出先不月均等によるもので、その処分手続は適法に処理されていることを確

認、した。

国民健康保険税徴収状況年度比較

tr 

出和 46年度

1 07，4 70，000 

4，245，000 

1 1 1， 7 1 5，0 0 0 

1 1 5， 4 0 9， 1 6 0 

6，9 1 9，0 7 0 

122，32 8，2 3 0 

1 1 0，072，250 

4，5 1 5，9 4 0 

1 1 4， 5 8 8， 1 9 0 

1 02.4 2 

1 06.38 

102.57 

95.38 I 

65.27 I 

9 3.67 i 
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寸

1
1

一q
U
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円
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i

ぷ
U
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昭
一

5

5

5

102.65 

94.09 

63.69 

91.2 0 

1o 1.1 4 

9 3.1 8 

4 4. 7 7 

8 7. 9 6 

一般会言十からの繰入金状況

(単位円)

年 度 金 鋲 対増前加年度額 年 度 l三f[: 額 増対前加年度額

昭和 46年度 叩 0…7，9別9凶6…糊叩4り3年度 19.000ぺ339.000 
‘・ '‘ 

39，962，000 1 12，527，000昭和 42年度 18，661，00015，035，000 1I{1和 45年度

Uf{ tll 4 4.年度 27A35山O 側三o'o'o'I1昭和 41年度!1お26，000 二
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歳出決算状況

歳出決算客員は 3億 1，334万1千円で、これを前年度(2億 6，211万7千円)

と比較すると 5，122万4千円の増加となっている 。

款加歳出状況は次表に示すとおりであるが、保険給付賞決算額は 2億

8，550万8千円で前年度(2億 3，587万7千円)に比べ 4，963万1千円の

増加となり、 歳出に占める保険給付貨の割合は 91.1 %となっている。

このように保険給付貨の増加した背景をみると次表(療養費用等年度比

較 )に示すとおり受診率は若干低下しているものの被保険者数および受診

件数が 10 %以上の伸びを示し、特に費用額におL、ては 1世帯当り 5万

9，2 0 9 fIjとなり前年度に比べ 3，790円の増加となっている。

したがって今後の事業運営にあたってはその財源確保のため、国や都の

財政援助を求めるとともに、できる限りの努力により事業本来の目的であ

る市民の健康が十分保持されることを期待するものである 。

款別歳出決算年度比較

(単位円・%)

ぷや1昭和 46年度 昭和 45年度 昭和 44年度
対 45年度比較 | 

増ム減額 増ム滅比率

1.総 務 費 23，029，780 20，164，408 17，581，656 2，865，372 i 1 4.21 
r 

・ ~. ~... 

2~ 保険給付費 285，508，904 235，877，167 1 87，942，883 49，63' 1，7 3 7 21.04 
，..-， 

a保険施設費 2，4 56，64 6 5，623，866 4，655，688 ム3，16'7，220 ム56.32
ー............

4.公 債 費 。 。 。 。。
5.諸支出金 2，336，391 451，900 531，887 1，884，491 417.02 

歳出合計 313，341，721 262，11 7，341 2.1 0，712，114 51，224，380 19.54 
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療養費用等年度比較

、....____、
対 45 

区分¥寸 ??
昭和46年度 昭和45年度

増A 減額

世 帯 数
6，683 5，958 725 ( 年 間 平 均)

i ・ ..... .. .. ...... .. 
. 

被 保 i検 者 数
19，493 17.630 1，863 10.57 

(年 間 平 均)
... ..... .... -・・.. 

コ王立え， E主1ノ主ト 率 496.96 498.68 とと込 1.72 ム 0.34
.. 

コ王立乙， 三ロ[会ノ イ牛 数 96，872 87，918 8，954 10.18 

賀 用 額 395，693，669 330，187，042 65，506，627 19.84 

1件 当 り 費 用客員 4，085 3.756 329 8.76 

1世帯 当り費用額 59，209 55，419 3，790 6.84 

1人当り 費用制 20，299 18，729 1，570 8.38 
.... 

結核予防法等負担金 4，383，813 2，4 24，50 1 1，959，312 80.81 
.. 

保険者負担分 274，259，328 229，638，642 44，G20，686 19.43 

百， 1世帯当り負担分 41，038 38，543 2，495 6.47 

ー， .. .... 

1人当り負担分 14，070 13，025 I 1，045 8.02 

s 
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イ 都市計画事業特別会計

本年度における歳入決算額は 10億 1，892万5千円で、これK対する歳出

決算額は 8億3，523万2千円であり、この差引残額 1億 8，369万 3千円を

翌年度ヘ繰越している。

歳入決算状況

歳入総額は 10億1，892万 5千円で、これを前年度 と比較すると

4億4，550万 6千円(7 7.6 ro)の増加となっている。これら歳入状況の内

訳については次表に示すとおりであるが、諸収入 4億 7，308万 1千円の増

加は、各保留地合計 20.386，15rrtを処分(金額 6億 1，356万 3千円)し

たものが主なものである。

歳入決算額 年 度 比 較
(単位円)

¥区¥分 ¥年¥度
対 45年

昭和 46年度 昭和 45年度
増ム減額

トー
、‘、、

繰 入 金 75，000，000 130，984，000 ム55，984，000

国庫支 出金 1 50，1 12，4 7 8 48，589，029 101，523，449 208.94 

者1)支出金 13，000，000 24，882，000 ム11，882，000 ム 47.75

繰 越 金 163，540，272 224，7 7 2，3 9 6 ム61，232，124 ム 27.24

諸 収 入 61 7，27 3，1 9 2 144，191，520 473，081，672 328.09 

歳入合計 1ρ18，925，942 57"3，418，945 445，506，997 77.69 
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歳出決算状況

歳出総額は 8億 3，523万 2千円で、これを前年度と比較すると

4億 2，535万 3千円 (103.'7%)の増加である。

これら歳出状況の内訳については次表に示すとおりであるが、このように

大幅に増加した理由としては、事業費が 4億 6，116万円(1 43.4 %)と伸

びたことがあげられるが、その主な事業についてみると新都市建設公社へ

の工事委託料として、平山台区画整理事業分 1億 2，188万 3千円、神明上

区画整理事業分 4億 9，108万 5千円が支出され、また直営工事としての

四ツ谷下区画整理事業では 2.2.1 1号線築造工事等 7，7 8 7万 6千円を実施

t( してし、る。

歳出決算額年 度 比 較
〈単位円・%)

~ 

昭和 45年度

11，489，585 -111，489，585-

40，649，817 69，340，996 ム.28，691，179 41.38 

415，450 479，495 と.:>. 64，045 13.36 

事 業 費 782，67 7，41 4 3 2 1，5 1 6，8 8 9 461，160，525 143.43 

都市下水総務費 一 18，068，970 ム18，068，970 一

都市下水事業費 一 472，323 ζ2込 472，323 一

歳 出 合計 ，8 35~ 32，266 409，878，67 3 !ω53，593 I 103.78 

干

以上本会計については適正に執行されているものと認められる

円

dq
d
 



ウ 下水道事業特別会計

本年度における歳入決算額は 8，082万 5千円で、これに対する歳出決算

額は 7，794万 9千円となり、この差引残額 287万 6千円を翌年度へ繰越

してし、る。

歳入決算状況

歳入総数は 8，082万 5千円で、これを前年度と比較すると 5，749万1千

円(246.3 %)の増加となっている。

これら歳入状況の内訳については次表に示すとおりであるが、繰入金の増

と下水道処理施設改良事業債 4，400万円の発行により前年度に比べ大幅

な増加となったものである。

j> 

歳 入決算額年度比較

(単位円・%)

対 45年度比較

昭和 46年度 昭和 45年度

増ム減額

1 1，-84 6，4 5 8 1，61 8，2 0 7 1 3，464，665 1 3.66 
.....・.

繰 入 金 22，88 2，0 0 0 1 0，9 82，0 0 0 11，9 00，0 00 1 08.36 
・ . 

繰 越 金 29 9，48 0 4 1 4，2 9 9 と.::.. 1 1 4，8 1 9 ム27t 7 1 
.........，. 

諸 収 入 1 7 9，78 1 91，35 1 88，430 ~9 6.80 
..... . . . ~ . ....." 

{責 4 4，0 00，0 0 0 。44，0 00，0 0 0 一

歳 入 ノ仁久1 計 8 0， 8 2 5， 9 .2 6 2 3，3 3.4，1 0 8 15 7，49 1，8 1 8 2 4 6.39 

只
U
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歳出決算状況

歳出総額は 7，794万 9千円で、これを前年度・と比較すると5，491万4千円

( 2 38.49ら)の増加である。

これら歳出状況の内訳については次表K示すとおりであるが、このように

大幅に増加した理由としては、下水道処理費が 5，214万 3千円( 638.3 

70 )と大きく伸びたことがあげられるが、これは下水道処理施設改良工事

( 2ヵ年継続事業)として本年度事業資 5，500万円を施工したものである。

また、公債費は市債の元利償還金で昨年と同額が支出されている。

1-1 ..， 歳出決算額年度比較• 

年度

区分

下水道総務質

「一戸公債費 I2，0 44，7 60 

以上本会計については適正に執行されているものと認められる 。

事業実績年度比較

資料

、'砂 :K4J 昭和 46年度
対 45年度比較

昭和 45年度
増ム減額 増ム滅比率

年度末処理戸数 4，998戸 4，934戸 64戸 1.30% 
...... .. 

年度末処理人口 1 9，970人 1 9，5 34人 436人 2.23 
......‘ ....... ................ .. .. ，.， .... 

年間総処理量 1， 8 3 7， 6 6 0 m
U 

1 1， 8 0 0，2 23m
3 

1 3 7，4 3 7 m
a 

-・ ....、 ..................... ・・ ・v・・ e ・ ・ ー-

一日平均処理量 5， 0 2 0 m
8 I 4， 9 3 2 m

d I 8 8 m
8 

1.78 
................... ....................t...............・ ・ ・・ ・ ・ ・ ー.

処 理収益 13，440，98 1円 11，820，687円 1，620，29 4円 1 3.7 1 

r 

ハy
q
d
 



(3) 財産に関する調書

ア 公有財産について

本年度末における公有財産(不動産)はつぎのとおり、

(土地)

行政財産 4 8 9. 8 2 5. 12m" 

普通財産 1 0 1. 9 9 O. 7 8 rrt 

計 591.815.90m." 

(建物)

行政財産 1 1 7. 3 2 9. 23m" 

普通財産 1. 0 1 0.27 m" 

計 1 1 8. :3 3 9. 5 0 m" 

でj幸令に準拠し作成され、財産台帳と照合の結果、誤りなく適正に表示さ

れているものと認められた。

また、有価証券は、電話債券(6 90万円)で全額が銀行保管されている

ことを確認した 。

イ 物品について

当年度末Kおける物品は調書のとおり、自動車は 64台となり、前年度

に比べ 8台増加している。

また、その他の機械器具等については 86件322点で備品台帳と照合の

結呆誤りは認められなかった。

ウ 基金運用状況について

公益質屋事業貸付基金

本年度の基金額は年度当初 50 0，0 00円増額して 7，00 0，0 0 0円で運用

された。運用状況については次表に示すとおりであるが、年間における貸

付額は 20，502，2 5 0円で、これに対する弁済額は 18，9 22，9 0 0円となり、

貸付金を年間平均在庫高で除したるところの貸付回転数は 3.18回転となっ

て¥，る。

-40-
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また、年度末における基金内訳についてみると、在庫額は 6，556，300 

円、現金は 443，7 0 0円でこの合計は基金額と合致している。

なお、運用により生じた利子 2，120，3 5 7円および流質物売却による利

子相当分 98，412円は、規定のとおり一般会計叫え入されてL、る。

‘， 

基 金通用状況年度比較
(単位向、・%)

i￥トぺ乞i基金額 貸付金 | 弁済金 利 子

昭和 46年度 (A) 7，000，000 20，502，250 18，922，900 2，120，357 

昭和 45年度 (B) 6，500，000 18，571，700 16，882，300 1，817，133 

昭和 44年度 6，500，000 1 7，195，800 16，722ρ50 1，799，493 

品45年 伊 場額 500，000 1，930，550 2，040，600 303，244 

(対01レ4/，(B5j年度×増1ム0減0率 7.69 10.40 12.09 16.69 

二区-----互主 流質元金

流質処97A，7分0U00金陣65陶A，6 平均在庫高

貸付回転数

879，900 1，019，400 I 6，4 56，063 3.18 

昭和 45年度 (B) 916，400 957，700 I 5，698，392 3.26 

昭和 44年度 764.400 809，600 5，416，438 3.18 

品45年居間消額 ム 36，500 61，700 757，671 ム 0.08

(対C;)/4(B5)年度×増ム1減0'"率O ム 39.83 6.44 13.30 2.45 
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用品調達基金

本年度の基金額は前年度と同裁え000，000円であり運用状況について

は次表に示すとお りである。

用品鵜入額は 179，27 7~88 3円でこれを基金額で除したるところの基金の

回転数は 59. 7回転となっている。

また、年度末における基金内訳についてみると、在庫額 2，402，976円、

現金 6，266，633月で未払金額 5，669，609円を差引し、た額と在庫高を係十

すると基金額と合致する。(現金一未払金十在庫)

なお、運用により生じた余剰金 8，412円については、規定のとおり←鍛

会計に収入されている 。

基金運用状況

区 分 金 額 f市

( 単 位 円 )

考

r--ー嗣・ーー回曲目・_.

基 金 額 3，0 00，0 00 
t.................."....j.... ・・・・.............・・・・・・・・・・・・.....................1..............・a ・・・・・・......・・""""'10・H・H・-・0・・・・・・・.. . .......~ . ・ e ・・・・・・ ..，..，.....，...............，i... ・・・ー・..........".い 田・......・・・・u ・・ ・・

年間購入額 1 79，277，883 I対ム額5，669，609円を含む

. ・・ー-・・ ・"...........目 ・・ー・ ・・・ゐ....・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・ . ... .. .~ . ..... . .. ... ... . ... .....................................・e ・ ・ ・・ e ぃ .. .. ~ .、 .. .. .. . . . ... . .. ...... . .. .・・ ・・a・・・・・ ・目・・・・・・日..........・ ・・・・・・・・e・・・・ ・u・・・・・・0 ・

年間払出額 1 7 5，4 7 4，2 88 

年度末在 庫高 I 2，402，976 

年度末現金 I 6，2 6 6，63 3 

余 剰 金 8，41 2 I一般会計へ
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!T舎建設基 金

本基金は市庁舎建設資金にあてるため、庁舎建設に着手するときまで毎

年度予算の範囲内で蓄積する目的で昭和 42年 4月比設置されたものであ

る。

前年度までの基金は 31，64 9，70 4円となっており、ー本年度Uておいては

1 0 0， 0 0 0， 0 0 0円および期間中の利子 1，825，0 5 9円を積立て、本年度末

では 133，474，763円となっている。

なお、保管Kついて実査したところ日野市指定金融機関に預金されてい

ることを確認した。

土地開発基金

本基金は公用若しくは公共用に供する土地または公共の利益のために取

得する必要のある土地をあらかじめ取得することにより事業の円滑な執行

をはかるための目 的により本年度から施行されたものであり、条例の基金

額は 20 0， 0 0 0， 0 0 0円とな っている。

本年度においては年度末忙なって 10 0， 0 0 0， 0 0 0円が、一般財源から

積立てられた事情もあり、土地の取得等は行なわれていない。

なお、保管Kついて実査したところ日野市指定金融機関に預金されてい

ることを確認した。
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